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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 94,101 △1.2 5,986 △13.2 6,211 △11.6 5,162 3.5

2024年３月期第３四半期 95,268 4.1 6,900 25.4 7,030 27.1 4,988 30.3
(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 5,602百万円( △26.3％) 2024年３月期第３四半期 7,602百万円( 43.9％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 425.74 －

2024年３月期第３四半期 412.49 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 157,714 85,500 53.6

2024年３月期 151,176 82,730 54.1
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 84,502百万円 2024年３月期 81,739百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 50.00 － 120.00 170.00

2025年３月期 － 104.00 －

2025年３月期(予想) 125.00 229.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 124,000 △1.5 7,000 △6.2 7,200 △7.9 5,500 0.5 453.56
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1社（社名） 三協機械株式会社 除外 －社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（会計方針の変更）」をご覧下さい。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 12,798,490株 2024年３月期 12,798,490株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 671,183株 2024年３月期 677,656株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 12,125,874株 2024年３月期３Ｑ 12,093,769株

(注)期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託の信託財産として日本カス
トディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式が含まれています。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項については、添付資料Ｐ.２「１.経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績等の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、不安定な国際情勢の中、原材料価格やエネルギー価格の高騰、

物価の上昇、為替や株価の変動などがある一方で、社会活動及び経済活動の正常化が進み、雇用・所得環境の改善

により景気は緩やかな回復基調で推移しました。

このような状況の中で、当社グループは、引き続きコストダウン活動や営業活動の強化に努め、企業価値の更な

る向上と経営基盤強化に向けた事業展開を進めてまいりました。

当社グループの当第３四半期連結累計期間の業績は、「機械システム事業」にて売上高が増加しましたが、「ラ

イフライン事業」「産業建設資材事業」において売上高が減少したことにより、前第３四半期連結累計期間比1,166

百万円減収の94,101百万円となりました。

損益面では、粗利率は改善したものの、売上高の減少と、販売費及び一般管理費の増加により、営業損益は、前

第３四半期連結累計期間比913百万円減益の5,986百万円の利益、経常損益は、前第３四半期連結累計期間比818百万

円減益の6,211百万円の利益、親会社株主に帰属する四半期純損益は、投資有価証券の売却益、事業譲渡益の計上、

法人税等の計上などにより、前第３四半期連結累計期間比173百万円増益の5,162百万円の利益となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

「ライフライン事業」は、売上高につきましては、バルブ部門にて電力・鉄鋼向け案件や海外向けの売上高が増

加しましたが、パイプシステム部門にてグループ会社の売上高が減少したことなどにより、前第３四半期連結累計

期間比2,638百万円減収の47,574百万円となりました。

営業損益につきましては、パイプシステム部門にて売上高が減少したことなどにより、前第３四半期連結累計期

間比759百万円減益の3,451百万円の利益となりました。

「機械システム事業」は、売上高につきましては、機械部門にてプレス機器、プラント案件等の売上高が増加し

たことに加え、素形材部門にて三協機械株式会社がグループ会社となったことなどにより売上高が増加し、前第３

四半期連結累計期間比1,883百万円増収の23,011百万円となりました。

営業損益につきましては、機械部門の増収による利益増などにより、前第３四半期連結累計期間比317百万円増益

の1,724百万円の利益となりました。

「産業建設資材事業」は、売上高につきましては、化成品部門にて売上高が増加しましたが、建材部門にてグル

ープ会社の出荷延期が発生した影響などにより、前第３四半期連結累計期間比411百万円減収の23,516百万円となり

ました。

営業損益につきましては、グループ会社の工事案件にて追加工事が発生したことなどにより、前第３四半期連結

累計期間比813百万円減益の962百万円の利益となりました。

（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金、電子記録債権、仕掛品が増加したことなどにより、前

連結会計年度末比6,538百万円増加の157,714百万円となりました。

負債につきましては、支払手形及び買掛金、退職給付に係る負債が減少しましたが、電子記録債務、短期借入金

が増加したことなどにより、前連結会計年度末比3,768百万円増加の72,214百万円となりました。

純資産につきましては、配当金支払いによる減少、その他有価証券評価差額金の減少などがありましたが、親会

社株主に帰属する四半期純利益の計上などにより、前連結会計年度末比2,770百万円増加の85,500百万円となりまし

た。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の通期連結業績予想につきましては、2024年11月１日に公表いたしました通期業績予想より変更は

ありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,368 21,927

受取手形、売掛金及び契約資産 38,172 38,152

電子記録債権 12,940 13,938

商品及び製品 11,699 11,861

仕掛品 8,053 9,361

原材料及び貯蔵品 3,659 3,477

その他 1,137 1,858

貸倒引当金 △42 △42

流動資産合計 94,987 100,534

固定資産

有形固定資産

土地 13,926 14,028

その他（純額） 19,494 20,156

有形固定資産合計 33,421 34,184

無形固定資産

その他 1,182 1,155

無形固定資産合計 1,182 1,155

投資その他の資産

投資有価証券 18,870 19,663

その他 2,877 2,340

貸倒引当金 △162 △163

投資その他の資産合計 21,585 21,840

固定資産合計 56,189 57,180

資産合計 151,176 157,714



株式会社栗本鐵工所(5602) 2025年３月期 第３四半期決算短信

4

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 14,036 11,943

電子記録債務 20,543 22,576

短期借入金 12,290 19,430

1年内返済予定の長期借入金 678 620

未払法人税等 1,387 449

引当金 3,621 1,776

その他 6,884 8,162

流動負債合計 59,442 64,958

固定負債

長期借入金 1,131 842

引当金 1 -

退職給付に係る負債 6,461 3,251

その他 1,409 3,161

固定負債合計 9,003 7,255

負債合計 68,446 72,214

純資産の部

株主資本

資本金 31,186 31,186

資本剰余金 6,895 6,896

利益剰余金 34,520 36,961

自己株式 △1,483 △1,473

株主資本合計 71,119 73,570

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,886 8,791

繰延ヘッジ損益 - 6

為替換算調整勘定 292 302

退職給付に係る調整累計額 1,440 1,830

その他の包括利益累計額合計 10,619 10,931

非支配株主持分 991 997

純資産合計 82,730 85,500

負債純資産合計 151,176 157,714
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 95,268 94,101

売上原価 70,824 69,607

売上総利益 24,443 24,494

販売費及び一般管理費 17,543 18,507

営業利益 6,900 5,986

営業外収益

受取配当金 217 483

その他 395 355

営業外収益合計 613 839

営業外費用

支払利息 132 142

固定資産撤去費用 56 176

その他 294 295

営業外費用合計 483 614

経常利益 7,030 6,211

特別利益

投資有価証券売却益 - 351

事業譲渡益 - 629

その他 18 197

特別利益合計 18 1,178

特別損失

事業再編損 - 92

その他 3 8

特別損失合計 3 100

税金等調整前四半期純利益 7,045 7,289

法人税、住民税及び事業税 1,389 1,125

法人税等調整額 574 873

法人税等合計 1,963 1,998

四半期純利益 5,081 5,291

非支配株主に帰属する四半期純利益 92 128

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,988 5,162
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 5,081 5,291

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,284 △94

繰延ヘッジ損益 △0 6

為替換算調整勘定 177 10

退職給付に係る調整額 58 388

その他の包括利益合計 2,520 311

四半期包括利益 7,602 5,602

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,509 5,475

非支配株主に係る四半期包括利益 92 127
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、新たに取得した三協機械株式会社を連結の範囲に含めております。

（会計方針の変更）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱

いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸

表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適

用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の

四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】
Ⅰ 前第３四半期連結累計期間 (自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

ライフラ
イン事業

機械シス
テム事業

産業建設
資材事業

売上高

外部顧客への売上高 50,212 21,128 23,927 95,268 － 95,268

セグメント間の内部売上高
又は振替高

81 74 12 167 △167 －

計 50,294 21,202 23,939 95,436 △167 95,268

セグメント利益 4,210 1,406 1,775 7,393 △492 6,900

(注) １ セグメント利益の調整額△492百万円には、セグメント間取引消去13百万円、各報告セグメントが負担する

販売費、一般管理費、試験研究費の配分差額△83百万円及び棚卸資産の調整額△422百万円が含まれており

ます。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間 (自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

ライフラ
イン事業

機械シス
テム事業

産業建設
資材事業

売上高

外部顧客への売上高 47,574 23,011 23,516 94,101 － 94,101

セグメント間の内部売上高
又は振替高

82 105 9 197 △197 －

計 47,656 23,116 23,525 94,299 △197 94,101

セグメント利益 3,451 1,724 962 6,138 △151 5,986

(注) １ セグメント利益の調整額△151百万円には、セグメント間取引消去13百万円、各報告セグメントが負担する

販売費、一般管理費、試験研究費の配分差額136百万円及び棚卸資産の調整額△300百万円が含まれておりま

す。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

機械システム事業セグメントにおいて、第１四半期連結会計期間に、三協機械株式会社の全株式を取得し、連

結の範囲に含めたことにより、のれんが262百万円発生しております。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれん償却額は、次のとおり

であります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 2,207百万円 2,235百万円

のれん償却額 －百万円 39百万円



株式会社栗本鐵工所(5602) 2025年３月期 第３四半期決算短信

9

独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月７日

株式会社栗本鐵工所

取締役会 御中

ひびき監査法人

大阪事務所

代表社員
業務執行社員

公認会計士 松 本 勝 幸

代表社員
業務執行社員

公認会計士 武 藤 元 洋

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社栗本鐵工所の2024年４月１日から2025年３

月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連結

累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、

四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（た

だし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記

載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記

載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を

開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四

半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会

計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作

成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論

又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基

づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以 上

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。


